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神奈川中央交通 エコー健診手順 

 

※紙運用。TAK、タブレット使用なし 

 

①Patient ID に患者 ID を入力 

  

 

例）『2503040001』  25 0304 0001 

           年 日付 受付番号(４桁) 

 

②規定 12 ショットを撮影し、印刷する。 

 所見がある場合は規定ショットに追加で撮影。 

 

③エコー検査票に所見を手入力。※書き方は別紙参照 

 印刷した写真は頸動脈超音波受診票の裏にホチキスで留める 

 

④頸動脈超音波受診票と Dr.送付書と超音波名簿をビニール袋に入れて、班長へ渡してください。 

 終了までに所見が書ききれない場合はレターパックライトにて財団へ郵送してください。 

 

＜規定ショット＞       ・ 赤枠内を記載してください。 

                   ・1 日ごとに 1 枚作成してください。 

                   ・≪≫内は班番号です。神奈中バスは 20 と記載して下さい。 
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⇑上記 6 ショット。左右合計 12 ショット（ボディーマーク必須） 

①CCA、BIF、ICA それぞれの maxIMT 計測 

②CCA、ICA の血流計測 

③VA 順流、逆流の分かる写真（印刷は白黒なので血流がのった写真があれば OK） 

※基本的に流速の写真と IMT 計測の写真は混在しないようにしてください 
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＜頸動脈超音波受診票 書き方＞ 

★所見なし 

                               ※ホチキスで写真を 4 点留めする                                                

 

 

 

 

 

 

 

                              ①左右それぞれで最も IMT 値が大きいもの                   

に〇をつける。同じ数値がある場合は、 

                               ICA→CCA→Bifの順で優先して〇を付け 

                               る。 

                                

 

 

②2026 年より PI、RI、EDratio の記載は 

 不要となりました。 

 

③所見なしに〇をつける 

 

                              ④検査者名にサイン or 押印する 

 

     

 

① 

② 

③ 

④ 

R L R L 
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★所見あり 

① 

  

・プラークがある場合はⅠa～Ⅲb までの輝度分類をシェーマに記載 

・所見写真には番号もしくはアルファベットをふり、シェーマにも記載する 

・基準表に準じて、部位・所見・区分番号を入れる 

・所見写真は一番上に来るようにホチキス留めすること 

 

② 

                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※血流がのりづらく、計測ができない場合は 

                       所見番号 24（一部血流計測不能）を選択 

                       区分は 2（B）となります。 
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＜消耗品に関して＞ 

消耗品に関しては黒のボストンバック or 青色のコンテナ内に入れています。 

備品の追加補充は、依頼から3～5日要する場合がありますのである程度余裕をもって依頼をかけてください。 

 

 

↑消耗品入りボストンバッグ 

 

 

 

↑消耗品の依頼はこちらの紙に必要数を記入してデータと一緒に送ってください。 

 もしくは班長へお声がけ下さい。 


